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研究成果の概要（和文）：銅合金を対象とし，1）表面汚損が抗菌性能に及ぼす影響，2）清拭に用いる薬剤が抗
菌性能に及ぼす影響について調べ，3）抗菌性能を維持，回復させるために有効な清拭方法について検討した．
高濃度エタノールおよび次亜塩素酸ナトリウム水溶液を用いた清拭を施した所，トリオレインを塗布されること
により低下した無酸素銅の抗菌性能は清浄な表面での抗菌性能とほぼ同じ程度まで回復した．牛血清アルブミン
を塗布された後に次亜塩素酸ナトリウム水溶液を用いた清拭を1往復施された各種銅合金の抗菌性能は改善はし
たが清浄な表面での抗菌性能には劣った．また，薬剤による抗菌性金属材料表面の劣化を防ぐ方法を開発する必
要がある．

研究成果の概要（英文）：In this study, effects of i) surface contamination and ii) cleaning agents 
on antibacterial activities, and iii) effective cleaning methods for recovering the antibacterial 
activities of copper alloys, which were degraded by surface contamination, were studied. When the 
triolein contaminated surfaces were wiped clean with ethanol or 0.05 mass% sodium hypochlorite aq., 
the degraded antibacterial activities recovered to levels close to those with clean surfaces. For 
protein surface contamination, one cycle of wipe cleaning with sodium hypochlorite aq. did not 
result in complete recovery of degraded antibacterial activities. It is necessary to develop measure
 to prevent antibacterial metals from surface deterioration caused by cleaning agents.

研究分野：機械材料学

キーワード： 抗菌性金属材料　銅合金　表面汚損　院内感染対策　食中毒対策
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様 式

１．研究開始当初の背景
米国においては
より死亡しており，米国保健福祉省によると
院内感染対策費は
もられている．多剤耐性菌の出現後，院内感
染対策の
た．病原菌がドアノブや手すり，蛇口など，
人が頻繁に触れる環境表面を介して感染者
から非感染者へ伝播する感染経路が院内感
染全体の
から病原菌を取り除く
感染対策となると期待される．
医療福祉施設において環境表面には金属や
プラスチックスなど様々な材料が用いられ
ている．これらの材料は抗菌機能を有しない．
また，乾燥した環境表面上でも数週間から数
か月にわたり生存する病原菌も存在する．そ
のため，
に殺菌されても，
病原菌は環境表面上で生存し続け，汚損され
た環境表面に触れた人へと感染する
がある
病室にメチシリン耐性黄
染した患者を再度入室させたところ，
間後には病室は殺菌前の状態まで病原菌に
汚損されることが報告されている．
銀や銅は殺菌性に優れ
ペクトルを有する，
い，(iii) 
いなどの優れた特徴を有する．このような特
徴を鑑み，米国環境保護庁（
に銅及び銅合金が公衆衛生において殺菌力
があるという表示をすることを認可した．そ
の後，医療福祉施設において銅合金が手すり
やベットフレームなどの環境表面に導入さ
れつつある．また，従来から環境表面に多く
用いられているステンレス鋼に銅を含有さ
せることにより抗菌性を付与した抗菌性ス
テンレス鋼も開発されている．抗菌性ステン
レス鋼は抗菌性能では銅合金に劣るが，清涼
な表面を保ち続ける，比較的安価である，強
度と耐食性に優れるなど，銅合金より優れる
特性を有する．今後，これらの抗菌性金属材
料を医療福祉施設などの環境表面に導入す
ることにより，院内感染のリスク軽減が期待
できる．
環境表面に抗菌性金属材料が用いられると，
その表面は種々の物質により汚損される．医
療福祉施設では環境表面の
期的に行われてはいるが，
れば抗菌性金属材料表面の汚損物質が十分
に取り除かれず，抗菌性が回復しないことも
危惧される．また，
剤が使用されるが，薬剤により抗菌性金属材
料の表面が変質し，抗菌性金属材料が有する
抗菌性能が失われることも危惧される．
 
２．研究の目的
本研究課題では銅合金を対象とし，

i) 表面汚損が抗菌性能に及ぼす影響

式 Ｃ－１９、Ｆ－１９

１．研究開始当初の背景
米国においては
より死亡しており，米国保健福祉省によると
院内感染対策費は
もられている．多剤耐性菌の出現後，院内感
染対策の必要性が
た．病原菌がドアノブや手すり，蛇口など，
人が頻繁に触れる環境表面を介して感染者
から非感染者へ伝播する感染経路が院内感
染全体の 80 %を占める．従って，環境表面
から病原菌を取り除く
感染対策となると期待される．
医療福祉施設において環境表面には金属や
プラスチックスなど様々な材料が用いられ
ている．これらの材料は抗菌機能を有しない．
また，乾燥した環境表面上でも数週間から数
か月にわたり生存する病原菌も存在する．そ
のため，清拭，消毒により環境表面が定期的
に殺菌されても，
病原菌は環境表面上で生存し続け，汚損され
た環境表面に触れた人へと感染する
がある．実際，消毒により無菌状態にされた
病室にメチシリン耐性黄
染した患者を再度入室させたところ，
間後には病室は殺菌前の状態まで病原菌に
汚損されることが報告されている．
銀や銅は殺菌性に優れ
ペクトルを有する，

(iii) 哺乳類に対しては影響が比較的少な
いなどの優れた特徴を有する．このような特
徴を鑑み，米国環境保護庁（
に銅及び銅合金が公衆衛生において殺菌力
があるという表示をすることを認可した．そ
の後，医療福祉施設において銅合金が手すり
やベットフレームなどの環境表面に導入さ
れつつある．また，従来から環境表面に多く
用いられているステンレス鋼に銅を含有さ
せることにより抗菌性を付与した抗菌性ス
テンレス鋼も開発されている．抗菌性ステン
レス鋼は抗菌性能では銅合金に劣るが，清涼
な表面を保ち続ける，比較的安価である，強
度と耐食性に優れるなど，銅合金より優れる
特性を有する．今後，これらの抗菌性金属材
料を医療福祉施設などの環境表面に導入す
ることにより，院内感染のリスク軽減が期待
できる． 
環境表面に抗菌性金属材料が用いられると，
その表面は種々の物質により汚損される．医
療福祉施設では環境表面の
期的に行われてはいるが，
れば抗菌性金属材料表面の汚損物質が十分
に取り除かれず，抗菌性が回復しないことも
危惧される．また，
剤が使用されるが，薬剤により抗菌性金属材
料の表面が変質し，抗菌性金属材料が有する
抗菌性能が失われることも危惧される．

２．研究の目的 
本研究課題では銅合金を対象とし，
表面汚損が抗菌性能に及ぼす影響

Ｃ－１９、Ｆ－１９

１．研究開始当初の背景 
米国においては年間 10 万人が院内感染に
より死亡しており，米国保健福祉省によると
院内感染対策費は 50 億ドル
もられている．多剤耐性菌の出現後，院内感

性が認識さられるようになっ
た．病原菌がドアノブや手すり，蛇口など，
人が頻繁に触れる環境表面を介して感染者
から非感染者へ伝播する感染経路が院内感

を占める．従って，環境表面
から病原菌を取り除くことは効果的な院内
感染対策となると期待される．
医療福祉施設において環境表面には金属や
プラスチックスなど様々な材料が用いられ
ている．これらの材料は抗菌機能を有しない．
また，乾燥した環境表面上でも数週間から数
か月にわたり生存する病原菌も存在する．そ

，消毒により環境表面が定期的
に殺菌されても，これらの作業
病原菌は環境表面上で生存し続け，汚損され
た環境表面に触れた人へと感染する
．実際，消毒により無菌状態にされた

病室にメチシリン耐性黄色ブドウ球菌に感
染した患者を再度入室させたところ，
間後には病室は殺菌前の状態まで病原菌に
汚損されることが報告されている．
銀や銅は殺菌性に優れ，かつ
ペクトルを有する，(ii) 耐性菌の発現も少な
哺乳類に対しては影響が比較的少な

いなどの優れた特徴を有する．このような特
徴を鑑み，米国環境保護庁（EPA
に銅及び銅合金が公衆衛生において殺菌力
があるという表示をすることを認可した．そ
の後，医療福祉施設において銅合金が手すり
やベットフレームなどの環境表面に導入さ
れつつある．また，従来から環境表面に多く
用いられているステンレス鋼に銅を含有さ
せることにより抗菌性を付与した抗菌性ス
テンレス鋼も開発されている．抗菌性ステン
レス鋼は抗菌性能では銅合金に劣るが，清涼
な表面を保ち続ける，比較的安価である，強
度と耐食性に優れるなど，銅合金より優れる
特性を有する．今後，これらの抗菌性金属材
料を医療福祉施設などの環境表面に導入す
ることにより，院内感染のリスク軽減が期待

環境表面に抗菌性金属材料が用いられると，
その表面は種々の物質により汚損される．医
療福祉施設では環境表面の清拭
期的に行われてはいるが，清拭
れば抗菌性金属材料表面の汚損物質が十分
に取り除かれず，抗菌性が回復しないことも
危惧される．また，清拭や消毒には種々の薬
剤が使用されるが，薬剤により抗菌性金属材
料の表面が変質し，抗菌性金属材料が有する
抗菌性能が失われることも危惧される．

 
本研究課題では銅合金を対象とし，
表面汚損が抗菌性能に及ぼす影響

Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９

万人が院内感染に
より死亡しており，米国保健福祉省によると

億ドル/年以上と見積
もられている．多剤耐性菌の出現後，院内感

られるようになっ
た．病原菌がドアノブや手すり，蛇口など，
人が頻繁に触れる環境表面を介して感染者
から非感染者へ伝播する感染経路が院内感

を占める．従って，環境表面
ことは効果的な院内

感染対策となると期待される． 
医療福祉施設において環境表面には金属や
プラスチックスなど様々な材料が用いられ
ている．これらの材料は抗菌機能を有しない．
また，乾燥した環境表面上でも数週間から数
か月にわたり生存する病原菌も存在する．そ

，消毒により環境表面が定期的
これらの作業後に付着した

病原菌は環境表面上で生存し続け，汚損され
た環境表面に触れた人へと感染する可能性
．実際，消毒により無菌状態にされた

色ブドウ球菌に感
染した患者を再度入室させたところ，24 
間後には病室は殺菌前の状態まで病原菌に
汚損されることが報告されている． 

，かつ(i) 広い殺菌ス
耐性菌の発現も少な

哺乳類に対しては影響が比較的少な
いなどの優れた特徴を有する．このような特

EPA）は 2008 
に銅及び銅合金が公衆衛生において殺菌力
があるという表示をすることを認可した．そ
の後，医療福祉施設において銅合金が手すり
やベットフレームなどの環境表面に導入さ
れつつある．また，従来から環境表面に多く
用いられているステンレス鋼に銅を含有さ
せることにより抗菌性を付与した抗菌性ス
テンレス鋼も開発されている．抗菌性ステン
レス鋼は抗菌性能では銅合金に劣るが，清涼
な表面を保ち続ける，比較的安価である，強
度と耐食性に優れるなど，銅合金より優れる
特性を有する．今後，これらの抗菌性金属材
料を医療福祉施設などの環境表面に導入す
ることにより，院内感染のリスク軽減が期待

環境表面に抗菌性金属材料が用いられると，
その表面は種々の物質により汚損される．医

清拭と殺菌が定
清拭が不十分であ

れば抗菌性金属材料表面の汚損物質が十分
に取り除かれず，抗菌性が回復しないことも

や消毒には種々の薬
剤が使用されるが，薬剤により抗菌性金属材
料の表面が変質し，抗菌性金属材料が有する
抗菌性能が失われることも危惧される． 

本研究課題では銅合金を対象とし， 
表面汚損が抗菌性能に及ぼす影響 

、Ｚ－１９、ＣＫ－１９

万人が院内感染に
より死亡しており，米国保健福祉省によると

年以上と見積
もられている．多剤耐性菌の出現後，院内感

られるようになっ
た．病原菌がドアノブや手すり，蛇口など，
人が頻繁に触れる環境表面を介して感染者
から非感染者へ伝播する感染経路が院内感

を占める．従って，環境表面
ことは効果的な院内

医療福祉施設において環境表面には金属や
プラスチックスなど様々な材料が用いられ
ている．これらの材料は抗菌機能を有しない．
また，乾燥した環境表面上でも数週間から数
か月にわたり生存する病原菌も存在する．そ

，消毒により環境表面が定期的
後に付着した

病原菌は環境表面上で生存し続け，汚損され
可能性

．実際，消毒により無菌状態にされた
色ブドウ球菌に感

24 時
間後には病室は殺菌前の状態まで病原菌に

広い殺菌ス
耐性菌の発現も少な

哺乳類に対しては影響が比較的少な
いなどの優れた特徴を有する．このような特

2008 年
に銅及び銅合金が公衆衛生において殺菌力
があるという表示をすることを認可した．そ
の後，医療福祉施設において銅合金が手すり
やベットフレームなどの環境表面に導入さ
れつつある．また，従来から環境表面に多く
用いられているステンレス鋼に銅を含有さ
せることにより抗菌性を付与した抗菌性ス
テンレス鋼も開発されている．抗菌性ステン
レス鋼は抗菌性能では銅合金に劣るが，清涼
な表面を保ち続ける，比較的安価である，強
度と耐食性に優れるなど，銅合金より優れる
特性を有する．今後，これらの抗菌性金属材
料を医療福祉施設などの環境表面に導入す
ることにより，院内感染のリスク軽減が期待

環境表面に抗菌性金属材料が用いられると，
その表面は種々の物質により汚損される．医

と殺菌が定
が不十分であ

れば抗菌性金属材料表面の汚損物質が十分
に取り除かれず，抗菌性が回復しないことも

や消毒には種々の薬
剤が使用されるが，薬剤により抗菌性金属材
料の表面が変質し，抗菌性金属材料が有する

 

ii) 
について調べ，それらの結果を基に

iii

について検討
 
３．研究の方法
無酸素銅，
銅含有抗菌性ステンレス鋼を試料に用いた．
試験片（
式研磨を施した
エタノールを用いてそれぞれ
洗浄を施した。乾燥後の試験片を紫外線照射
の下に
表面汚損物質にはタンパク質の一例として
牛血清アルブミン，および，油脂汚損物質の
一例として
脂成分であるトリオレインを用いた
面に
25℃、
面の抗菌性評価を行った
試験表面に対し
清拭
99%
を用いた
に 1
後の試験表面の抗菌性評価を行った
抗菌性評価は
準拠し
菌には大腸菌
と黄色ブドウ球菌
菌）を用い
菌シャーレ表面
った
 
４．研究成果
油脂による表面汚損とその後の清拭が無酸
素銅の抗菌性に及ぼす影響
トリオレインによる表面汚損量と無酸素銅
の抗菌性の関係を図
16 
こで，清拭を施す試験片の表面汚損量を
g/mm

 

図
酸素銅の抗菌性．

 
トリオレインにより
面に対し清拭を施した後の抗菌性評価結果
を図

、ＣＫ－１９（共通）

) 薬剤が抗菌性能に及ぼす影響
について調べ，それらの結果を基に

iii) 抗菌性能を維持，回復させるために有
効な清拭方法

について検討した

３．研究の方法
無酸素銅，真鍮
銅含有抗菌性ステンレス鋼を試料に用いた．
試験片（25mm×
式研磨を施した
エタノールを用いてそれぞれ
洗浄を施した。乾燥後の試験片を紫外線照射
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